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問1 明治政府が「富国強兵」のスローガンのもと、産業の育成や制度の近代化を急速に進めた最大の背景・理由として、最も適切
な説明はどれか。 （2017年　富山県公立入試　類似）

1.  欧米列強による植民地支配を防
ぎ、対等な立場で交渉できる近代
国家を確立するため

2.  江戸時代以前の古い身分制度を
より強化し、武士の特権を永続的
に保護するため

3.  海外との交流を一切断ち切り、
江戸時代の鎖国体制をより強固な
ものにするため

4.  国内の農業生産を縮小させ、労
働力をすべて都市の重工業へ集中
させるため

問2 明治政府が、地方を治めていた藩を廃止して県を置き、各県に中央政府から官吏を派遣して直接支配を行うことで、日本を一
つの政治体制にまとめようとした改革を何といいますか。 （2022年　埼玉県公立入試　類似）

1.  廃藩置県 2.  版籍奉還 3.  徴兵令 4.  地租改正

問3 1869年、明治新政府は中央集権体制を確立する第一歩として、各地の藩主に対し、それまで支配していた領地と領民を天皇に
返上させました。この出来事の名称として正しいものを選びなさい。 （2019年　鹿児島県公立入試　類似）

1.  版籍奉還 2.  廃藩置県 3.  地租改正 4.  徴兵令

問4 1873年（明治6年）に明治政府が実施した地租改正について、従来の年貢の仕組みを廃止し、地券の調査を完了させた際に出
された法令の内容として正しいものはどれですか。課税の基準、税率、納税方法の組み合わせとして適切なものを選びなさ
い。 （2022年　大阪公立入試　類似）

1.  土地の価格である地価を基準と
し、その3%にあたる額を現金で
納める

2.  その年の収穫高を基準とし、そ
の3%にあたる額を米で納める

3.  土地の価格である地価を基準と
し、その3%にあたる額を米で納
める

4.  その年の収穫高を基準とし、そ
の3%にあたる額を現金で納める

問5 明治維新期、新政府が中央集権体制を確立するために実施した一連の改革について、古いものから順に並べた際に、3番目にあ
たる出来事を選択してください。 （2018年　福島県公立入試　類似）

1.  藩を廃止して県を置き、中央政
府から府知事や県令を派遣した廃
藩置県

2.  江戸幕府の廃止と天皇中心の政
治への復帰を宣言した王政復古の
大号令

3.  全国の藩主から土地と人民を天
皇に返還させた版籍奉還

4.  土地の所有者に地券を交付し、
地価の3%を現金で納めさせた地
租改正

問6 1873年から実施された地租改正では、当初、税率は地価の3%と定められていました。しかし、負担の重さに苦しむ農民によ
る反対一揆が各地で激化したため、明治政府は1877年に税率を何%に引き下げましたか。 （2019年　大阪公立入試　類似）

1.  1% 2.  2.5% 3.  3.5% 4.  5%

問7 1869年に藩主が土地と人民を天皇に返上した版籍奉還から、1877年の西南戦争に至るまでの改革と社会情勢について述べた
文として、正しいものはどれですか。 （2023年　千葉県公立入試　類似）

1.  1873年に徴兵令が出され、国
民皆兵の原則が示されたが、武士
の特権を奪われた士族らの不満が
高まり、後に西郷隆盛を首領とす
る反乱へと発展した。

2.  1869年の版籍奉還によって藩
は即座に廃止され、全ての藩主は
ただちに新政府から罷免されて、
地方へ中央政府から知事が派遣さ
れるようになった。

3.  西南戦争は、徴兵令によって軍
隊に入った農民たちが、重い税負
担を強いる新政府に対して全国各
地で一斉に武器を持って蜂起した
出来事である。

4.  版籍奉還の後、国民に納税の義
務を課す地租改正が行われ、その
直後に廃藩置県が実施されたこと
で、武士という身分は法的に消滅
した。

問8 明治政府が近代化を進めるなかで行った「地租改正」について、それまでの年貢の納め方と比較した際の特徴として最も適切
なものはどれですか。 （2019年　鳥取公立入試　類似）

1.  収穫量ではなく地価を基準に
し、米ではなく現金で納めるよう
にした

2.  収穫量に応じた一定割合を、地
主が代表して米で納めるようにし
た

3.  土地の面積を基準にし、米では
なく労働や特産物で納めるように
した

4.  居住する人数を基準にし、米と
現金を組み合わせて納めるように
した

問9 明治時代初期、政府が欧米の制度や技術を積極的に導入したことで、人々の生活様式が急激に西洋化した社会現象を何と呼び
ますか。 （2017年　滋賀公立入試　類似）

1.  文明開化 2.  元禄文化 3.  化政文化 4.  国風文化


